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「MAZ覆2舎舎●菫」
2600× 3300X100轡織

織から出発した私ですが、様々な繊維素材、技法によ

る表現を試みています。これは本の枝、真綿を用いた

インスタレーションで、第6404新崎J作展に出品した

物です。何かの巣、生き物の気配の様な物を表現しま

した。

造形作家
YANACITA」 UN

癬 翻  順
埼玉県比全部4111暉艘越542■
IE【 イFAX 0498‐ 72‐ 12806

「ガラスモザイクによる地球オブジェ」
粥曇帯リサイクルプラザ・■■ネット・

150o輌

環境アートがようやく陽のEIを見るところとなつて来
ました。人々が集う建築空間に、1知 |の輝き、剛剤
の豊かさ、「慧Jのやすらぎを基底に据えて、多様な

表現技法の試みを積極的に提言してゆきたいと、念願
tジており意す。
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ENOMOTO MAKI

榎 本 真 規
東京都新宿区荒本樹F22 サクラガーデ :

認羊馬県地図シリーフ」
群馬県庁舎26階ふ漁あい汚 ス
650綺mHヽ 9.500mlヽ″Xl(〕 ,000mttW

群馬県全域の立体地図レリーフを製作しノました。南書」

村名、庁含、ィ|ヽ学校、幹線道路、鉄道を刻岳「 L7た磁器

陶板の上を自由に歩くことができる体験型のレリーフ

として、県庁を訪れる人その人気スボットになつてい

ます。
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TAKAHAMA HIEIE■ OSH:

高 演 英 俊
東京都織馬経大泉町3-38‐ ■1-301
rEL 03-3922-1997

「水の鼓動…絆」
帝鶴十一タバンタ 本社ビル
210× 270X120薇

悠久の時間と蓄遍的な要素をもつ石という素材に、生

命の象徴であり流動性をもつた水のイメージを投入し
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■表紙デザイン

高部 多恵子

表紙の作品を募集しています。

事務局までお問い合わせください。

尚表紙のレイアウトは、広報委員会で行います

のでこ了承下さい。
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切夫軋 饉蜆儡 鐵仁…

「遊びと社会』

遊びをせんとや生まれけむ 戯 (たわ

ぶ)れせんとや生 (む)まれけむ

遊ぶ子供の声聞けば わが身さへこそ

動 (ゆる)がるれ 『梁塵秘抄』

子供達の遊ぶ姿は人に生きる元気を与

えてくれるものですが、一言に「遊びJ

と言われているものの種類はブF常に多様

です。人類の歴史の中で洋の東西を問わ

ず実にさまざまな遊びが遊ばれてきまし

た。一見たわいもない子供の遊びにして

も、その種類は豊富で場所、季節、また

遊び手の力量や人数を考えて選択され遊

ばれています。一人の子供の持つ遊びの

ヴアリエーションは数十から数百といわ

れています。 (「遊びの人事典」 (東京書

籍)で約6500種 )。 人の意識的な行動

の中で何が「遊び」で何が「遊びでない」

かというのを考えてみると、意外に自明

の理ようでよくわからないところが多い

のに気づき意す。

子供は物や、大人の行動を真似て遊ぶ

事で世界や人間社会を学んでゆきます。

子供にとつては「遊び」=「学習Jの世

界といえます。大人にとつては「仕事」

に対して「遊び」が休憩として考えられ

ている事が多いと思いますが、「この休

憩が仕事以上に彼の関心をひくこともし

ばしばである。時として、この休憩は仕

事よりも一層のエネルギー、技量、知性、

注意力を費やすことを人に要求する」

(「遊びと人間Jロジエ カイヨワ)とい

うように、「自由」、「非生産的J、 陥」意

工夫の余地Jなどの仕事にない魅力 (?)

が彼をひきつけ、休憩を仕事以上に豊か

な時間にしているという事が趣味やボラ

ンティアを通 して生き生きと生活 してい

る人々の姿なのだと思います。

ヨハン ホイジンガは著書 ∫ホモルー

デ ンスJ1938の中で「遊 び」と して

われわれの文化の一部を形成 しているも

のの中に政治、経済、文化と言われるよ

うな人のいわゆる「まじめな活動J、 「仕

事Jと言わ71て いるものとの相似性や仕

組みの共通性を指l商する事で「遊びJの
社会の中での役割を論じています。ロジ

ェ カイヨワはホイジンガの提案を引き

継いで「遊び」の考え方をより拡大し実

証的に深めました。ホイジンガの提起し

た遊びの動機、「競争J(ス ポーツ等)

「模擬J(演劇等)に加えて「運J(博 打

等)「 :玄量J(め まいを起こすような遊

び)を提起してホイジンガがつまらなし′ヽ

事として取り上げなかつた部分を含めた

より広い分析を試みました。

カイヨワによる遊びの定義を以下に記し

て「仕事Jと「遊び」の境界線をはつき

りさせようと試みました。

「自由な活動J

遊戯者が強制されないこと。強制は、

遊びの楽しさを失わせる。

「隔離された活動」

明確な時間と空間の範囲内で行われる。

「非生産的活動J

賭け遊戯の場合遊戯者間の所有権の移

動はあるが、生産1生はない。

「未確定の活動J

倉J意の必要 工夫の余地を持つてい

る。結果のわかるゲームはつまらない。

「規則のある活動J

他の規則を全て停止し、遊びの法を確

立 厳守する。競技か遊戯かにより、こ

の度合いが変わる。

自転車の曲乗 り

研究委員会

「虚構の活動J

日常と対比 した時、二次的現実、また

は明白に非現実であるという意識を伴つ

ていること。

そ して、「競争J(ス ポー ツ等)「模

擬J(演濠1等)「運」 (博打等)印玄量J

(め まいを起こすような遊び)の四つの

分類を「ルールー脱ルールJを縦軸にと

り「意志―脱意志Jを横軸にとつた方向

性 を示すカテコリ ー と して示 し、「遊

びJの傾向によつて社会を特徴付ける指

標としています。「たとえば、『競争』は

意志によつてルールの世界に向う遊び、

『眩量』は意志から脱却する事で脱ルー

ルの世界に向う遊び、という風に理解さ

れる。

「近代社会におtiては、3模擬、たとえ

ば芝居は大目にみられ、4眩量、たとえ

ばその病IEE形態としてのアルコール中毒

などは大いに排撃され、逆 に2運、た

とえば富くじなどは大目にみられ、1競

技、たとえばスポーツ競技などは大いに

奨励される。すなわち、1競技を奨励し、

4眩量を排撃 し、2運と3模擬は大目

に見るというのが近現代社会の趨勢なの

である。 (多 田道太郎「遊びと人間J□
ジェ カイ∃ワ)(表 2 図3参照 )

スポーツはルール (場合によつてはク

ラス分けを した り八ンデイをつける事

で)に よつて競技者の平等を確保 します。

現代社会は「競争原理」を標榜 し、人の

出発点における不平等を曖昧にする事で

社会的なバランスをとつているとカイヨ

ワは分析 しています。王様でも乞食でも

スター選手でも初心者でもこのルールの

前に平等であるという現代社会の考え方

の理想がここにあります。

■3 遊びの位置付け

表2 カイヨワの分類図

街頭でのライブ

社会機構の外
'にある文1し 11形 式

社会生活に組み込ま
れているホ1度的形態

堕   落

アゴン
(競争)

スポーツ 企業間の競争ヽ
試験、コンクール

暴力 権力意志、
術策

”
０

ノ、 競馬場、 株式投機 迷信、占星術

ミミクリ
(模擬)

演劇、映画、

制服 礼儀作法

径式、表現にたず
狂気 [疎 外 ]、

二重人格

イリンク
ス幌 量 )

登 tL、 スキー、

空中サーカス
眩量の lil御 を見せ

る職業

アルコール中毒、
麻薬
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スポーツが法 (ルール)の前の平等を

表現しているとすねば賭博は神の前の平

等といつたものです。個人の出自、技量、

熟練、推理といつた事と関係無 しに「運」

は平等に人々におとすれると考え _~ll lて

いるので、人々は宝くじを買いますが当

たるという確信はどこにも無いのです。

富くじは平等という幻想が人々に活力

を与えるという理由と直接的、間接的に

為政者の大きな財源になつてきたという

経済的理由で大目に見られていると考え

られます。「吉代ギ リシャでの競技場の

試合が、都市の理想を顕彰 し、これに寄

与するものであるのに対 し、多くの現代

国家での国営の富くじや競馬の賭けが、

かねがね公言する理想に反するものであ

ることは明 l~Nかである。にもかかわらず、

富くじや競馬の賭けはやはり明確に意義

のある、おそらくは不可欠の役害」をはた

しているのだ。原理的には労働と能力と

だけが報酬‖をもらたす社会であるが、こ

のカウンター バランスとして射幸的な

性質が求められれば求められるほど、そ

の重要性 は増大 してゆ くのであ る。」

(「遊びと人間Jロジェ カイ∃ワ)

「遊びと都市」

現代では、都市計画という行政的な事

業の中で都市の機能別にゾーニングされ

た街区が計画的に造られるようになって

きています。都市計画の中に「遊興街」

という形での街区の計画は見当たりませ

ん。市街地の再開発計画でも「遊興街J

については既存街区にその役害」を譲る又

は都市計画上は計画しない部分として考

えるというのが考え方のようです。この

ように「遊興街」は都市に必要な街区と

して認識されていないにもかかわらず主

要都市には必ず存在する街区です。

多くの日本の都市には売春防止法が施

行される 1957年以前 には色町と して

公認されていた遊興街がありました。そ

の中の一つとして江戸の繁栄と共に発展

した吉原について調べてみる事にしまし

た。

吉原について

吉原の始まりは徳川家康が肇 ノで間も

ない 1617年 (元 和三年)で今の人形

田]2～ 3丁 目辺りに幕府から250m四方

の敷地が与えられ建設されました。都市

計画は京の遊郭島原を真似たといわれて

います。その頃の江戸は江戸建設の初期

で 1604年 (慶長9)か らの江戸城の大

普請など整備 建設のラッシュとなつて

いて、圧倒的な男ばかりの町になつてい

たようで、麹町などあちこちに遊女屋が

出来ていました。それを一箇所に集めて

風紀、取締り上の便宜を図るという遊女

屋の経営者庄司勘右衛門の提案を幕府が

許可 して公許の遊郭が誕生 しました。(こ

の時点で、江戸以外の都市には三十数ヶ

所の遊郭が存在 していたとのことですか

ら、都市の機能としては必然1生があつた

わけです。)

「吉原」の名前は葦 =霞の茂る野原の

意味で、吉原は開設当初、周辺が葦の原

なので「蒙原遊郭」と呼ばれていました

が葦 =霞の茂る野原、葦の原 (悪の原 )

ではよろしくないので縁起をかつぎ、悪

を吉に変えて吉原遊郭としたとの言い伝

えです。

以後、江戸の末期まで江戸では吉原以

外の私娼は隠売女 (か くしばいた)と い

われ許されませんでした。その後、江戸

の出入り日となる品川、板橋などの宿場

町がな し崩し的に公許的扱い (飯盛女と

いわれた)になる意外は吉原が江戸で唯

―の遊郭という事になつたわけです。

しかし、吉原の歴史を読むとその衰退

期には吉原から私娼の取締りを嘆願する

訴えが幕府に出さねており、その都度取

り締まると吉原が一患つく、しばらくす

ると隠売女がおおつぴらに商売をすると

いう事のいたちこっこだつたようです。

(私娼は岡場所と呼ばれ飯盛女、湯女、

洗濯女などがいました)

吉原が出来て四十年ほど経つた頃、周

辺環境の都市化が進み、かつて芦原だつ

た所がすつかり街中になつていました。

1656年 (明暦2)吉原に再開発がかか

ります。 つまり、幕府からの郊外への

立ち退き移転命令で、幕府の御用地にす

るからと言う理由で抵抗するすべも無く

浅草田圃 (浅草寺北倶]の芦原)に移転を

決定しました。翌年振袖火事があり、(明

暦3年正月 18日 、江戸を根本か ら覆す

大大、俗にいう振袖火事が発生。本郷6

丁目から出大 し、焼死者 10万8000人、

江戸の3分の2が焦土となりました。)江
戸始まつて以来の大人で葺屋町の吉原も

全焼 しました。移転命令か ら10ヶ 月で

浅草寺北側の日本堤 (日 本堤とは大j(隅

田川)に流れ込んでいた山谷堀 0)の
り|1岸沿いにつくられた土手のことで、高

さ |よ 8尺 (2 4m)か ら11尺 (3 3
m)程度。この上手八丁をてくてくと歩

いていつた先に新しい吉原は建設されま

した)に開業 し、新吉原と呼ばれました。

人事も手伝つてか、かなりのスピー ドで

建設された事になります。焼け出された

吉原の跡地には住吉日]、 高砂町などが作

千東2丁目付近と吉原神社
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調査研究委員会

られましたが、幕府御用地になつた形跡

は無く、「歓楽街の追い出し」のような

形になつたようです。

幕府は吉原が辺置5な浅草田圃に移転す

るのにたいして、いくつかの補償を与え

ました。元吉原は2丁四方でしたが、移

転地はその 1 5倍とする、移転料を 1

万500両を支給する、夜間も営業 して

よい、などです。新吉原 |ま浅車の裏手、

日本堤という江戸のはずれにあつたにも

関わらず、大勢の人が通い詰めたようで

す。しかし周辺は人家の少ない人寂 しい

場所だつたので、よく追いはぎや辻斬り

などが出没したようです。吉原の内部も

同様で、街灯もなく、かなり危ない場所

だつたようです。新吉原の田I害 Jり は元吉

原を踏襲していますが、敷地が広くなつ

たので、各町に点在 していた揚屋を一ヶ

所に集め、江戸町 1丁目と京町 1丁 目の

間を害1つ て揚屋町を設けたのが元吉原と

の大きな違いでした。  ‐・

吉原|よ粋といわれる江戸文化の発信地

となり、徳川幕府の安定と江戸繁栄の中

で華やかないろ田]の文化を形成 して行き

ます。

「元来遊郭は旅の客とか船の客など、見

ず知らずの男たちに一夜の慰安を与えた

ところであつた。春をもとめる者に春を

ひさぐということが遊郭の本源的な性格

で、  ところで江戸時代になると、こ

のいろ町としての遊郭の中に、単なるい

ろ町というのではなく遊郭を社交場とし

て、そこの特定遊女に常連のいわゆるな

じみ客というのが出来るようになり、こ

れが新しい時代の特殊な風俗を形成する

ようになつた。畠山箕山はその著『色道

大鏡』で、こういう特殊な性格をもつた

遊郭は、日本全国でも京・江戸・大阪

大津 伏見・奈良・堺の七遊郭だけだ、

といつているが 1フ世紀には少なくとも

この区別がはつきり意識されるようにな

つていたのである。」 (「島原と吉原」西

山松之助)

江戸の日]人文化の隆盛の中でその粋を

発信 しつづけた吉原も変わつて行きま

す。

「吉原は明暦3年8月 の移転が大きな転

換点になりましたが、風俗などを中心に

見ると、1668年 (寛文8)の散茶女郎

の出現が本当の意味での新吉原の始まり

であると断言していいかもしれません。

それ を決定的 に したのが宝暦年 間

(1751～64)で す。この時代、大見

世の三浦屋が廃業し、太夫、格子が消え、

吉原の吉原らしさをつくつていた揚屋制

度も終わりました。一方で、専業の女芸

者が生まね、編笠茶屋の編笠の貸し出し

が行なわれなくなり、大門の入り口に新

名所となる見返り柳が植えられました。」

(裏長屋 「遊郭吉原」より)

吉原は時代が明治にかわつても、存続

していました。1872融昌妓解放令」

が布告され、遊女は自分の意思で商売し

吉原を含めた遊女屋も貸座敷と名前が変

わりました。

江戸時代に|よ 岡場所が一l・nされたこと

もありますが、岡場所はむしろ幕府から

容認されていたようです。つまり、吉原

の存在を脅かすところがあり、吉原が訴

え出た場合に限つて、幕府はそこを演し

ました。吉原が江戸唯一の公許であつた

からこそ、できえたことでした。明治に

なり、賃座敷となつてからは、次々と許

可されて新しい形態の店が増えて吉原の

ライバルになつていきます。そのひとつ

が待合茶屋です。江戸時代の待合茶屋は、

商人の寄合いや旅人の送迎などに使われ

たところですがllg治になると、芸者を呼

んで遊興した後、懇ろになつた芸者と蒲

団に入る場所へと変わりました。1905
年 (明 治38)頃、品川には待合を兼ね

た引き手茶屋が貸座敷のおよそ6倍、

100軒以上営業 していたそうです。待

合は場所を提供するだけのところで調理

設備も無く、料理は料理屋から取り寄せ、

芸妓屋から芸者を呼び寄せました。この

待合、料理屋、芸妓屋の三業が集まつて

いる地域を三業地と呼び、花柳界を形成

し、昭和30年 ころまでの代表的な遊興

地となつていました。いくつかは後に料

亭と名前を変えて今日まで存続 してま

す。

吉原と遊女屋の変遷を追う事で「遊興

街」の都市における位置と文化的な発展、

衰退を見てきました。いま新吉原だつた

街区には日本一といわねるソープ街 (江

戸で言えば「湯女風呂」でしようか)が
ありますが、都市計画という人の知恵遊

びのもう一方にこの街があるように思え

ました。

調査研究委員 石丼博美 記

参考文献 :

「江戸と上方」池田弥三郎 林屋辰三郎/
「遊びと人間」ロジエ カイヨワ/「江

戸の遊女」石丼 良助/「盗み ばくち」

石井 良助/「絵本風俗往来J菊池貴一

郎/賭6市民族論の課題」宮田 登/「裏

長屋」

(h ttp://www din orip/～ Sigma/nna n htn¬ )

関東大震災前の吉原付近 花園通り付近 浅草のグームセンター
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儡綺瘍蝙靡鰊
aaca理事

(株 )坂倉建築研究所最高顧問
SAIく ATA SEIZOU

阪田 誠造
東京音

`港

1区赤坂9-5-12
TEL 03-3408-3551

美術館を通して見る、
建築の時代的変遷

50年という時の経過は、建築に多大

の変化を曹すものです。

私が坂倉準三建築研究所に入 つた年

の、 11月 に竣工 した鎌倉近代美術館本

館は、今年満50歳。超軽量の華奢な鉄

骨建築は、目に触れない屋根梁や2階床

構造に、実にll戦的な設計がありますが、

それは如101に 廉く造るかの工夫でした。

FTに先駆け、復興のノロシとさ祖た近代

美術館新設の指名コンペで坂倉準三案が

選ばれ、全く提案通りに造 l― ねました。

今日の美術館と比べて展示施設としても

不備が多い施設ですが、その時代、社会

の建築の反映であり、その後古都保存法

制定等で増築も大規模改修もできず、不

備が残りました。この美術館の存在が貴

重と考える人が集まり、存続を問いかけ

る活動が近く始まります。師と先輩が精

魂込めた建築の存続のため、私自身も大

いに協力に励む覚悟をしています。

美術館を、唯一の芸術作品を展示する

施設と考えるのは一般的ですが、研究的

教育的視点からは、異なる発想、企画が

生ねました。物質的耐久性と強度に優ね、

写真並みの高精度な原寸大コピーを造り

出す、当会会員大塚オーミの技術的成果

を原点に、アンドレ マルローが夢見た

空想を実31nさ せる企画に結んだのが、一

昨年竣工した大塚国際美術館です。この

建築の設計に指名され、時代が挑戦する

新しい美術館計画に参画し、青柳正規教

-4-

授始め6人の鐸々たる西洋美術史の先生

たちとともに、貴重な体験を得た数年を

過しました。環境展示として、チャペル

内部を原寸大に再現し、本家の管理建築

家からも注目される成果を得ましたが、

この美術館の真価は使い方で定まるでし

ょう。利用者の楽しみ方、他ではできな

い利用を喚起する、新種の美術館として、

正当な評価を獲得するまでに|よ 、暫く時

の経過が必要なようです。設計上では、

展示の照明に配慮と現場の苦労がありま

した。

時代の新しい挑戦こそ、恒に私たち職

能に大切な、工夫を刺激する原点になる

のです。

鎌倉近代美術館新館

「■1‐ 1●,1.::|::111‐
=移 .|.■、

=|■ ||ぶ1掛■■苺 ヽ |゛ ヽヽ

大塚国際美術館



儡誂輻躙・・――儡
aaca理事
(株)三菱地所設計取締役副社長
SHIMIZU SIGEO

清水 重男
東京都千代田区丸の内2-7-3東 京ビルヂング

TEL 03-3287-5586

来年の8月 の竣工を目指 して、丸ビル

の建替え工事が東京駅前で進んでいま

す。

今回の新しい丸ビル計画では、このビ

ルだけに留まらず、丸の内全体の新 しい

イメージ造りを目指 してビルの計画が立

てられています。

それは、今までの事務所空間の集積に

しかすぎない、土日には閑古鳥の鳴く丸

の内からの脱皮をめざ して、24時間賑

わいのある「街」を形成 しようというこ

とです。

そのためには、単に商業施設の集積を

つくるだけでは十分ではなく、文化を発

信できる街でなければならないと我々は

考えています。

その様な目的に向かつて、建物の設計

段階からアー トをこの建築の中で姐何に

建築とノ(ラ レルに設計 していけるかと言

うことを一つのテーマに掲げて設計に取

り組んできました。実際には、彫亥J家の

川上喜三郎さんにアー トデイレクターと

して、設計の早い段階から参加 して頂き、

その後アメリカから「アー ト イン ア

メリカ」のシニア エディターのジユネ

ット コプロス氏とロン ドンのアー トプ

ロデューサーのビビアン ロベル ト氏に

参加 してもらい、川上氏を中心にこの3

人でアー トコミッティーを作つていただ

き、建物の各部でのアーテイス トとの協

同作業をイ予うべくアーテイス トの選出を

行つていただいています。現在、やつと

アーティス トの候補の選出がほぼ終わ

り、建築との協同設計に入ろうとしてい

る段階です。

この様なアーテイス トとの協同作業の

手法は今後、丸の内仲通 りの活性化の手

法にも、またこれからの丸の内の建築の

建替え計画にも取 り入れてゆくつもりで

おります。丸の内のまちづくりを通 して、

アー トと建築との良いコラボレイション

が出来たのではないかと、丸ビルの完成

を楽 しみにしております。

日丸ビルの三連アーチの出入 り口を復元 (CGパース )
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「丸ビルJ完成予想図 (CGパース)



鶯隋鰊颯沐――勿
祗 薦 ミ曇晨呂桑xア

ー 日t表

浜崎 ベア
東京都中央区日本橋浜町2-17-6八 マヤビル2F
TEL 03-3661-0186

「ブリスアートが生まれるまで」

プリスアー トとは、多くの優れた特性を

持つ東レエクセーヌと発泡性特殊ボー ド

(断熱/防音建桐)と のすばらしい出逢

いから始まつた新 しい技法によるアー ト

です。

東レエクセーヌは、アパレルは勿論のこ

とインテリアとしてさまざまなライフシ

ーンを彩つておりますが、その高品質マ

テリアルをもつと生かしアー トを伴い倉J

り上げたのがプリズアー トです。

現在 ドアー、ワー ドローブ、サイ ドボー

ド等に内蔵 しインテリアとしての提案を

もつて製作 しているブリズアー トは、温

かみのあるボリューム感としなやかな質

感は格調高く、視覚に大きく訴えるグレ

イ ドの高いアー トです。

日本橋高島屋でブリズアー ト展示会を開

催した時の小さなお話をひとついた しま

研。

ノーブルな容姿の老婦人が杖を片手にお

ぼつかない足どりで催事場にたたずみ、

つくづくとブリズアー トをながめておら

れました。

「初めて拝見しました、なんて素晴らし

いのでしょう」と感想をのべられ老婦人

は、長い病院生活が明けてり八ビリを兼

ね久しぶりにデパー ト内を歩いたとき、

たまたまブリズアー トに引き付けられ足

を止められたそうです。

そこには3号 から4号の風景画を展示し

ておりました。「若い元気なころは世界

中よく旅行をしてあらゆる手工芸をマス

ターしました、胸芸か l― 、油絵から、東J

繍から」老婦人はたよりない指先で目頭

を何度も押さえ遠く過ぎ去つた日々がま

るで昨日の出来事のように語り始める

と、「今日は本当に良いものを見せて頂

いてありがとう、アー トを見てこんなに

感動したのは始めてよ、生きる勇気が湧

いてきたわJと何度も礼を云い涙を拭き

静かに踵を返されました。

彼女の心の中に去来するものは私には至1

底 (と うてい)計 り知る事は出来ません

が彼女の想いと私の心は共通しておりま
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した。最高の感動と感激であり、心から

感謝いたしております。

彼女はブリズアー トに、そして私は老婦

人に。スタッフ達の目が輝き、満足感と

自信にあふれ、そんな気持ちを楽しんで

ひとときもしただろうか、またその老婦

人は現れまして、そして近ずき「どうし

ても忘れられないこの作品 ドイツ、□一

テンブルク風景画この絵が “勇気をもつ

て私に生きなさい“とあたたかく呼びか

けてくれているようで」そしてまた感動

の涙を流されました、そのようなことが

あり、ここはデパー トの展示場なのでそ

の作品を差上げる訳にもいかずお買上げ

し`ただtノ た`、次第です。

そして最後に「ありがとうこざいます、

お元気で」と握手を求め差出した手に彼

女の分厚い温もりの感触は驚くほど力強

く感じられ何故か私には一生忘れる事の

出来ない感動の一瞬であり、この素晴ら

しい一期一会に深い噛み締を味わいブリ

ズアー トを倉」設したことに無上のよろこ

びを覚えました。

春らんまん

老夫婦が気に入つた□―テンブルクの絵
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aaca会員
建築家吉田イサムとアーク・八イ
YOSIDA ISAIN/U

吉圏 イサム
仙台市青葉区中山6-]-13
TEL 022-279-7051

AACA
移llJ見学会で

一仙台にお迎えして一

かねが/rd本部の方々のこ来仙、サロン

ド‐トークにこ参加頂けることを心待ち

にしておりましたところ、見学会、仙台

メディアテークに行くことになったから

とのこ報告受け、一瞬喜びに笑みを浮か

べ、在仙会員に連絡 したものの、もう2

週間後であれば、もつと素晴しい会にな

ったものを、と残念な気持にもなる。

メディアテーク開館以来、市民の間の

感想は様々で、ことに5、 6階のギャラ

リーの展示に関しては、壁面の延長数だ

けで良否半」断して来た美術愛好者にとつ

ては、ガラス面の多いこの建物には光と

共に、とまどいから様々な声が館にぶつ

けられている。私の作展は6月 ]日 か ら

6日 までと、害」当てられたの機に、伊東

豊雄氏のこの建物の最大の特長である
・
透けた空間

"を
会場の レイアウ ト、デ

ィスプレーに徹底することによリーつの

伊1を示そうと思つたのである。可動壁面

は全てとり払われ、空間の核となるもの

として伊部京子氏の和紙造形作品の吊物

をお願いした。その周辺には和紙、和紙

と土の平面作品も添え、それに続いて、

鳥の子和紙をパネル化 して、イタリアに

持参 して描いた水彩画の私の作品が続く

初日に、サロン ド トーク第5回 を

伊部氏のスピーチで “和紙 に魅せ られ

て
"。 コメンテーターに、三木経一郎氏

にと既にポスターも出来上つていたので

ある。6月 1日開催と一―一。残念 ||

さて、わざわざこ来仙の28名の方々

にメディアテークの見学だけでいいもの

か、料理で云えば、いきなり刺身を出し

て、これで終わり|?やはり、煮物、焼物

と欲 しい。ふさわ しい箇処は次なるもの

とおすすめした。

芹沢錐介美術工芸館内

芹沢鐘介氏作品

―フー

一．
．一
一．・一一一．
●

．一
一一一・一一一，

一驚
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鶯鶯輻魏兆膨霙

◆「芹沢鐘介美術工芸館」

既に第一回をここで、芹沢長介館長を

スピーカーに、渡辺信英福祉大学理事学

部長をコメンテーターに行つたところだ

が大同氏、三木氏のみ来られただけなの

で是非にと、こ案内する。

人間国宝、染色美術家、芦沢鐘介氏の

作品は勿論のこと、膨大な収集品が展示

されている.定期的に展示内容がかわる

が、未だ同一の物は見た事がない程であ

る。三層に渡る広い、ゆとりのある空間

市Fll見下す眺望絶佳のテイールーム、芹

沢長介氏のこ案内で満足さねたことだろ

う。在仙会員、柳沢陽子氏、平本重徳氏

が同道した、丁度、私は福祉大学の講義

と重なり、早々に終えたものの、皆様に

は、別棟のレス トランのテラスで待つて

頂くことになった。煮物、でじつくり味

わい、国なおしをされたら次はいよいよ

強肴、交流会である。

◆「笹生の里J

大田『 、仙台城大手門につながる 日城下

メインス トリー トに面 し、隣はかの有名

な
・
荒城の月

"の
作詩者、土居晩翠の居

宅、ユネスコ会館に接 し、仙台名物、阿

部の
・
笹かまぼこ"の企業文化館とも云

うべき建物で、中庭を囲い、茶室、本館

|よサテライ トエ場、店舗、そ して食事処
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と蔵の外観に猛宗竹、水の流れに旅人も、

ほつと休まる構えである、山形在住会員

本間利雄氏の設計になる。丁度仙台での

会議に居合わせ、同席することとなつた。

会長、事業委員他 12名 、仙台在住会

員を含めて21名の方々の床に腰を下し

和食料理を前に、本間氏提供の出11桜が

一層華やかさかもし出し、在仙鈴木弘人

氏の歌まで出て、月明りに時間一杯交流

を計ることが出来た。青葉祭りの鉦の音

に誘われた一泊の方を残し、充実した一

日を胸に帰路につかれた。再会を期し。

笹生の里

~  ´ |イ亀る_

珍控|

■|■|:j:



aaca事 務局長

TO TOMEO

伊藤 留雄
東京都港 X芝 5-26-20゛ 集会館6「

TEL 03-345/ 7998

「せんだいメディアテーク」
見学会に参加して

事・i委員会恒例の見学会は今回は仙台

市にオープンした「せんだいメディアテ

ークJ+芹沢錐介美術工芸館を見学 した。

5月 の快晴に恵まれl_L台のITは新緑を一

層深め、心地よい涼風のもと、東京から

の会員参加は芦原義信会長をはじめとし

て2フ名の参加とな り、一行は東京駅に

集合し新幹線「やまびこJに乗車、現地

仙台在住会員と合流 しての見学会となっ

た。

「せんだいメディアテークJ

仙台市による公開設計競技により伊東

豊雄設計事務所による設計で区立図書

館 市民ギヤラリーを中心とする複合機

能を有する施設であ り、「メディアテー

クJと は伊東豊雄氏著 「透層する建築J

のなかで設計競技応募要項によると「感

性メディアとしてのアー ト、知性メディ

アとして図書と各種の1青報等が融合 した

新しいメディアとしての映像などを総合

的に集積、提供するとともに市民ひとり、

ひとりが自ら倉J造 し発信者となることを

支援する新 しい時代の新しい都市機能空

間をイメージするもの」となっておりま

す。―行は「せんだいメディアテークJ

l階で全員集合 しフ階フロアー会議室で

伊東豊雄設計事務所並び施設管理者から

の説明を聴いた後、スタジオシアター映

像音響ライブラリー 美術文化ライブラ

リー等の施設のあるフ階から順次6階ギ

ャラ リー4200へ、ここは可動壁 を中

心とする天丼高42mの 展示空間、5階

ギャラリー3300は天丼高33「lnの 展示

空間、3階はライブラリー仙台市民図書

館、2階インフォメーションスペース、

1階はプラザで定禅寺通 りに開き、街に

連続する屋内型公開空地となつており、

全館に亘る各施設の見学を終了 しま し

た。私見として感想を申せば構造システ

ムがこれまでの公共施設とは異なつてお

り、説明によると 13本の鉄骨独立シャ

フ ト (チ ューブ柱 :主に鋼管 トラス ト構

造)とフ枚の鉄板スラッ トスラグ (八二

カムスラブ鋼板サン ドイツチ構造)で構

成されている建築と聴いて、まず驚かさ

せられました。そ して建物の色調はガラ

ス面を透 して各ポイン トに鮮明な色彩を

施 しており、建物全体の外観は大きな一

つの彫刻作品として目に映つたのが私の

実感で した。またこの「メディアテークJ

が社の都仙台の青葉区に、新 しい建築空

間として出現 し多くの市民が、この施設

を活用 して益々文化交流を高めることに

際しては、見学者の一員としてなんとも

羨 しい限りです c

まして空調システムに於いては北国の

気候に配慮 し南面は二重ガラス面 (ダブ

ルスキン)と上部の開閉機構により空調

コス トが軽減され冬季は開めて断熱性の

高い空気層ができる構造となつており、

このガラス面は更にプラスして街路樹の

「けやきJの景観まで併せ配慮されてしヽ

るとの、説明を聴き及ぶに至つては、 Ll■

に感慨を深めるばかりで第2見学場へと

急ぎ会場を後にしました。

せんだいメデイアテーク

-9-

ヽ
一



JAPAN
SSOC:AT10N

OF
RttiSTS

RAFTSMEN
AND

RCHITECttS

―
会員募集

協会では会員を募集しております。

お知り合いの方をご推薦ください。

詳細は事務局まで


